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ベ
ナ
ン
共
和
国
は
日
本
の

約
３
分
の
１
の
面
積
で
、
人

口
は
１
千
60
万
人
（
２
０
１

４
年
「
世
界
銀
行
資
料
」
よ

り
）。民
族
は
46
部
族
で
構
成

さ
れ
、
公
用
語
は
フ
ラ
ン
ス

語
。
ブ
ー
ド
ゥ
ー
教
発
祥
の

地
で
も
あ
り
、
宗
教
は
ブ
ー

ド
ゥ
ー
教
50
％
、
キ
リ
ス
ト

教
35
％
、
イ
ス
ラ
ム
教
15
％

だ
。
ベ
ナ
ン
共
和
国
が
和
解

と
平
和
の
働
き
に
至
る
経
緯

は
、
以
下
の
通
り
（
エ
マ
ニ

ュ
エ
ル
・
ベ
ベ
ニ
ョ
ン
氏
制

作
の
講
演
資
料
よ
り
）。

　
　
◇
　
　
◆
　
　
◇

　
ベ
ナ
ン
の
旧
国
名
「
ダ
ホ

メ
王
国
」
は
奴
隷
貿
易
の
中

心
地
だ
っ
た
。
16
世
紀
か
ら

19
世
紀
初
頭
ま
で
、
こ
の
地

域
で
は
部
族
は
互
い
に
争

い
、
勝
者
は
敗
者
に
奴
隷
に

な
る
こ
と
を
強
制
。
ア
フ
リ

カ
人
が
ア
フ
リ
カ
人
を
奴
隷

と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
売
る

手
助
け
を
し
て
い
た
。
そ
の

数
は
１
千
万
か
ら
１
千
200
万

人
に
も
上
る
。

　
19
世
紀
に
入
る
と
、
奴
隷

貿
易
が
廃
止
さ
れ
る
が
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
よ
る
ア
フ

リ
カ
の
植
民
地
支
配
が
始
ま

る
。
ダ
ホ
メ
王
国
は
フ
ラ
ン

ス
の
植
民
地
と
な
っ
た
。
１

９
６
０
年
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら

独
立
し
た
が
、以
後
12
年
間
、

軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
の
頻
発
に

よ
り
混
乱
。
75
年
に
は
国
名

を
「
ベ
ナ
ン
人
民
共
和
国
」

と
改
称
し
、
社
会
主
義
路
線

を
取
っ
た
。
以
後
15
年
間
、

共
産
主
義
に
よ
る
悪
夢
の
時

代
が
続
く
。

　
や
が
て
共
産
主
義
体
制
の

下
、
経
済
政
策
が
失
敗
し
、

国
民
が
貧
困
に
陥
る
な
ど

し
、
国
民
の
様
々
な
働
き
か

け
に
よ
り
、
ベ
ナ
ン
社
会
主

義
政
府
は
89
年
12
月
、
マ
ル

ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
放

棄
を
宣
言
し
、
国
民
会
議
を

開
催
す
る
こ
と
を
発
表
。
90

年
、
ケ
レ
ク
大
統
領
と
宗
教

者
・
国
民
代
表
の
ド
ゥ
・
ス

ー
ザ
大
司
教
が
10
日
間
に
わ

た
り
対
話
が
行
わ
れ
、
ケ
レ

ク
大
統
領
が
赦
し
を
請
い
、

ス
ー
ザ
大
司
教
が
国
民
に
赦

し
を
説
く
こ
と
を
通
し
て
和

解
が
成
立
。
こ
れ
が
ベ
ナ
ン

の
和
解
と
発
展
の
始
ま
り
と

な
っ
た
。

　
　
†
　
　
　
　
　
†

　
翌
年
、
民
主
化
後
最
初
の

ニ
セ
フ
ォ
ー
・
ソ
グ
ロ
大
統

領
就
任
。
ソ
グ
ロ
大
統
領
の

提
唱
に
よ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
に

よ
る
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
奴
隷
の
道
」
が
94
年
９
月

１
日
に
始
ま
り
、
奴
隷
貿
易

の
真
実
が
明
ら
か
に
な
り
、

同
年
、
ベ
ナ
ン
の
奴
隷
海
岸

に
「
帰
ら
ざ
る
門
」
が
建
設

さ
れ
た
。
こ
の
門
は
４
年
後

の
98
年
、
ベ
ナ
ン
「
全
国
謝

罪
の
日
」
に
、
門
の
名
称
が

「
帰
還
の
門
」
と
改
名
さ
れ

た
。

　
96
年
に
再
選
を
果
た
し
た

ケ
レ
ク
大
統
領
は
99
年
、
ア

フ
リ
カ
人
代
表
と
し
て
ア
メ

リ
カ
を
訪
問
。
奴
隷
と
し
て

連
れ
ら
れ
て
き
た
ア
フ
リ
カ

系
ア
メ
リ
カ
人
へ
謝
罪
を
し

た
。
当
時
の
ク
リ
ン
ト
ン
大

統
領
は
そ
の
謝
罪
を
高
く
評

価
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の

「〝
民
族
和
解
の
た
め
の
ワ
ン

ア
メ
リ
カ
〟
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
事
務
所
」
を
設
置
し
た
。

　
　
†
　
　
　
　
　
†

　
12
月
に
は
「
和
解
と
発
展

の
た
め
の
国
際
指
導
者
会

議
」
が
ベ
ナ
ン
共
和
国
の
首

都
コ
ト
ヌ
ー
で
開
催
さ
れ

「
奴
隷
貿
易
に
関
す
る
和
解

決
議
」
を
採
択
。
そ
の
和
解

と
発
展
の
原
理
は
▽
過
去

（
歴
史
）
の
事
実
の
確
認
、

▽
誤
り
を
認
め
る
、
▽
赦
し

合
い
、
一
連
の
怒
り
の
プ
ロ

セ
ス
を
逆
転
さ
せ
る
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。

　
決
議
で
は
、
以
下
の
点
で

合
意
し
た
。
①
我
々
ア
フ
リ

カ
大
陸
の
ア
フ
リ
カ
人
は
、

我
々
の
祖
先
が
か
つ
て
奴
隷

貿
易
に
参
加
し
た
こ
と
を
認

め
る
。
②
我
々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
は
、
こ
の
奴
隷
貿
易
に
関

し
て
全
責
任
が
あ
る
こ
と
を

認
め
る
。
③
我
々
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
系
ア
メ
リ
カ
人
は
、
奴
隷

貿
易
を
拡
大
、
発
展
さ
せ
た

と
い
う
重
大
な
過
失
が
あ
っ

た
こ
と
を
告
白
す
る
。
④
奴

隷
貿
易
の
犠
牲
者
の
子
孫
で

あ
る
我
々
世
界
に
離
散
し
た

ア
フ
リ
カ
人
は
、
そ
れ
ら
の

謝
罪
を
受
け
入
れ
る
。
そ
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
売
買
人

と
こ
の
取
引
の
共
犯
者
で
あ

っ
た
ア
フ
リ
カ
に
住
む
ア
フ

リ
カ
人
を
赦
す
。

　
こ
の
和
解
決
議
の
意
義
を

引
き
継
ぐ
た
め
、
共
に
積
極

的
に
活
動
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
　
†
　
　
　
　
　
†

　
こ
の
国
際
会
議
が
終
了
す

る
と
、
駐
米
ベ
ナ
ン
大
使
シ

リ
ル
・
オ
ギ
ン
氏
は
ア
メ
リ

カ
50
州
を
回
り
、
ア
フ
リ
カ

系
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
て
奴

隷
貿
易
の
も
た
ら
し
た
悲
劇

に
つ
い
て
謝
罪
す
る
旅
を
行

っ
た
。

　
２
０
０
２
年
に
は
、「
ベ
ナ

ン
国
際
ゴ
ス
ペ
ル
＆
ル
ー
ツ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
コ
ト

ヌ
ー
で
開
催
。
こ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
世
界
中
に
離

散
し
た
ア
フ
リ
カ
人
が
祖
先

の
土
地
に
再
び
戻
っ
て
く
る

機
会
と
な
り
、
文
化
と
芸
術

を
通
し
た
相
互
交
流
に
よ

り
、
ア
フ
リ
カ
の
新
し
い
時

代
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

　
06
年
ま
で
２
期
務
め
た
ケ

レ
ク
大
統
領
は
、
和
解
と
発

展
の
た
め
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
03
年
に
ア
ラ
バ
マ
州
共

和
党
協
会
か
ら
「
世
界
的
な

民
主
主
義
へ
の
父
賞
」、04
年

ア
ラ
バ
マ
州
南
部
キ
リ
ス
ト

教
指
導
者
協
会
か
ら
「
キ
ン

グ
牧
師
の
夢
賞
」、
06
年
に
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か
ら「
和
解
の
父
、

21
世
紀
の
自
由
と
民
主
主
義

の
基
礎
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

の
御
言
葉
を
実
践
し
、
生
涯

を
神
様
に
捧
げ
た
い
」
と
、

司
祭
に
な
る
た
め
カ
ト
リ
ッ

ク
の
神
学
校
に
入
学
。
だ
が

そ
の
10
年
後
、
健
康
上
の
理

由
で
神
学
校
を
退
学
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
神
学
校
の
時
に

学
ん
だ
英
語
を
生
か
し
、
英

語
を
教
え
た
り
、
通
訳
す
る

仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
し
て

仕
事
で
ニ
ジ
ェ
ー
ル
に
行
っ

た
時
、
そ
こ
で
看
護
師
と
し

て
働
い
て
い
た
日
本
人
女
性

と
出
会
い
、
結
婚
。「
そ
こ
で

妻
の
日
本
舞
踊
を
見
ま
し

た
。
楽
し
か
っ
た
。
そ
れ
が

結
婚
の
き
っ
か
け
で
す
」
と

照
れ
な
が
ら
話
す
。

　
日
本
に
来
て
か
ら
は
、、高

校
・
大
学
で
英
語
教
師
と
し

て
働
い
た
。
教
会
は
「
英
語

で
聞
け
る
」と
い
う
こ
と
で
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
な
く
厚

木
の
米
軍
キ
ャ
ン
プ
内
に
あ

る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の

１
０
年
に
は
、
ベ
ベ
ニ
ョ
ン

さ
ん
の
活
動
を
よ
く
知
る
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
関
係
者
と
ネ
パ

ー
ル
を
訪
問
。
そ
こ
で
ベ
ナ

ン
の
和
解
の
働
き
に
つ
い
て

話
し
た
と
こ
ろ
、
ネ
パ
ー
ル

政
府
関
係
者
は
驚
き
、
喜
ん

だ
。「
当
時
、
ネ
パ
ー
ル
で
は

選
挙
の
や
り
方
に
問
題
が
あ

っ
た
ら
し
く
、
大
統
領
選
を

何
回
や
っ
て
も
決
ま
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
、
こ
う
い
う

ふ
う
に
や
っ
た
ら
い
い
の
で

は
な
い
か
と
話
を
し
た
ら
、

そ
の
後
の
大
統
領
選
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
っ
た
の
で
す
」

　
２
０
１
２
年
、
ベ
ナ
ン
共

和
国
に
一
時
帰
国
し
た
時
、

政
府
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
れ
て

活
動
の
報
告
を
す
る
と
、「
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
が
驚
い
た
」
と

言
う
。「
我
々
の
依
頼
で
も
な

く
、サ
ラ
リ
ー
も
な
い
の
に
、

我
々
の
思
い
を
伝
え
て
く
れ

て
い
る
。
私
が
発
表
し
た
資

料
を
全
部
見
せ
る
と
、
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
が
大
臣
に
報
告
し

た
。
大
臣
は
『
エ
マ
ニ
ュ
エ

ル
さ
ん
、
で
き
れ
ば
こ
の
活

動
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
サ

ラ
リ
ー
は
で
な
い
け
れ
ど
、

我
々
の
国
の
ス
タ
ン
プ
を
使

っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
』
と
。

そ
し
て
、
私
が
書
い
た
報
告

書
が
、
政
府
の
公
式
の
報
告

書
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
ベ
ベ
ニ
ョ
ン
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
も
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
く
つ
も
り
だ
。

　
西
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
ベ
ナ
ン
共
和
国
。
ベ
ナ
ン
は
奴
隷
貿
易
時
代
の
中
心
地
で
、
か
つ
て
奴
隷
を
輸
出
す
る
こ

と
で
栄
え
た
国
だ
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
植
民
地
時
代
、
社
会
主
義
時
代
を
経
て
、
１
９
９
１
年
、
ベ
ナ
ン
共

和
国
に
改
名
。
90
年
の
各
会
代
表
者
国
民
会
議
開
催
を
機
に
、
奴
隷
貿
易
時
代
に
犯
し
た
過
ち
な
ど
を
悔
い
改
め
、
謝

罪
す
る
和
解
と
平
和
の
働
き
が
始
ま
っ
た
。
日
本
在
住
の
ベ
ナ
ン
人
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ベ
ベ
ニ
ョ
ン
さ
ん
（
フ
ェ
リ
ス

女
学
院
大
学
文
学
部
共
同
研
究
室
講
師
）
は
、
こ
の
ベ
ナ
ン
の
和
解
の
歴
史
を
論
文
に
ま
と
め
、
日
本
の
高
校
な
ど
で

ベ
ナ
ン
の
和
解
の
働
き
に
つ
い
て
講
演
し
て
き
た
。
こ
の
活
動
が
ベ
ナ
ン
共
和
国
和
解
発
展
庁
に
認
め
ら
れ
、
２
０
１

２
年
に
は
同
国
和
解
発
展
庁
の
公
式
親
善
大
使
に
な
っ
た
。 【
中
田
　
朗
】

西アフリカにある
ベナン共和国は、
奴隷貿易の拠点だ
った

　
「
こ
の
資
料
は
自
分
で
書

い
た
論
文
の
一
部
。
い
ろ
ん

な
デ
ー
タ
を
入
れ
、
分
析
し

た
学
術
的
な
も
の
で
す
。
こ

れ
が
ベ
ナ
ン
共
和
国
の
公
式

報
告
書
に
な
り
、
ベ
ナ
ン
共

和
国
和
解
発
展
庁
の
公
式
親

善
大
使
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
」。ベ
ベ
ニ

ョ
ン
さ
ん
は
、
笑
顔
で
そ
う

語
る
。

　
ベ
ベ
ニ
ョ
ン
さ
ん
は
、
日

本
人
の
妻
と
結
婚
し
た
こ
と

を
機
に
１
９
９
９
年
に
来

日
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

で
英
語
教
師
を
し
な
が
ら
、

機
会
が
あ
れ
ば
学
生
な
ど

に
、
ベ
ナ
ン
共
和
国
の
和
解

と
平
和
の
働
き
に
つ
い
て
講

演
し
て
き
た
。「
ベ
ナ
ン
は
奴

隷
貿
易
の
中
心
地
だ
っ
た
の

で
す
。
奴
隷
貿
易
が
終
わ
っ

て
も
心
の
中
で
は
終
わ
っ
て

は
い
な
い
。
謝
る
こ
と
と
赦

す
こ
と
が
な
か
っ
た
。
け
れ

ど
も
、
聖
書
に
は
『
祭
壇
の

上
に
供
え
物
を
さ
さ
げ
よ
う

と
し
て
い
る
と
き
、
も
し
兄

弟
に
恨
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

そ
こ
で
思
い
出
し
た
な
ら
、

供
え
物
は
そ
こ
に
、
祭
壇
の

前
に
お
い
た
ま
ま
に
し
て
、

出
て
行
っ
て
、
ま
ず
あ
な
た

の
兄
弟
と
仲
直
り
し
な
さ

い
』（
マ
タ
イ
5
・
23
、
24
）

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
同
様

に
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
な

け
れ
ば
、
ベ
ナ
ン
共
和
国
は

発
展
も
で
き
な
い
と
、
大
統

領
と
政
府
は
考
え
ま
し
た
。

そ
れ
で
国
際
会
議
を
開
き
、

我
々
ア
フ
リ
カ
人
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
は
ど
こ
で
ど
う
間
違

え
た
か
を
客
観
的
に
検
証
し

た
の
で
す
。
そ
し
て
、
互
い

に
誤
り
を
認
め
謝
罪
を
し
ま

し
た
。
ベ
ナ
ン
政
府
は
ア
メ

リ
カ
ま
で
行
っ
て
『
ご
め
ん

な
さ
い
』と
謝
っ
た
の
で
す
。

こ
の
和
解
の
働
き
が
で
き
た

の
は
、
ア
フ
リ
カ
で
は
ベ
ナ

ン
共
和
国
だ
け
で
す
ね
」

　
ベ
ベ
ニ
ョ
ン
さ
ん
は
、
も

と
も
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者

だ
っ
た
。
父
も
母
も
カ
ト
リ

ッ
ク
の
家
に
生
ま
れ
、
９
歳

の
時
、
初
め
て
神
様
の
御
言

葉
に
触
れ
て
、
神
様
を
信
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
12
歳
の

時
に
は
「
洗
礼
式
」
に
出
席

し
、「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を

通
し
て
御
言
葉
を
受
け
入
れ

る
と
固
く
誓
っ
た
」と
言
う
。

　
「
聖
書
に
基
づ
い
て
神
様

礼
拝
に
家
族
で
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
、

昨
年
、
妻
と
３
人
の

息
子
と
一
緒
に
家
族

全
員
で
洗
礼
を
受
け

た
。

　
そ
の
傍
ら
、
歴
史

が
好
き
だ
っ
た
ベ
ベ

ニ
ョ
ン
さ
ん
は
、
独

自
に
母
国
の
ベ
ナ
ン

共
和
国
の
歴
史
を
調

べ
て
ま
と
め
、
学
校

な
ど
で
発
表
。
２
０

ベベニョンさん

ネパール大統領（左）に花束を贈る

ベナン共和国 奴隷貿易時代の過ちを謝罪

国家挙げて和解と平和を

一
人
で
始
め
た
こ
と
が
公
式
に

ベ
ナ
ン
共
和
国
和
解
発
展
庁
親
善
大
使  

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ベ
ベ
ニ
ョ
ン
さ
ん

大
統
領
自
ら
ア
メ
リ
カ
訪
問
し
犠
牲
者
子
孫
に
謝
罪


